
自
由
民
主
党・公
明
党
と
の
予
算
要
望

ヒ
ア
リ
ン
グ
及
び
意
見
交
換
実
施

全
日
日
政
連
の
必
要
性

　

令
和
６
年
11
月
７
日
に
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
ー
ル
ヨ
コ
ハ
マ
に
て
、

自
由
民
主
党
神
奈
川
県
議
会
議

員
顧
問
と
の
間
で
、「
令
和
６

年
度　

第
１
回
全
日
神
奈
川
政

策
研
究
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
佐
々
木
本
部
長
を
は

じ
め
役
員
18
名
が
出
席
し
、
自

由
民
主
党
神
奈
川
県
議
会
議
員

か
ら
は
前
県
議
会
議
長
の
加
藤

元
弥
議
員
を
は
じ
め
、
敷
田
博

昭
議
員
、
桐
生
秀
昭
議
員
、
市

川
和
広
議
員
、
内
田
美
保
子
議

員
、
武
田
翔
議
員
、
田
中
洋
次

郎
議
員
、
田
中
信
次
議
員
、
谷

和
雄
議
員
、
高
橋
延
幸
議
員
、

牧
島
功
相
談
役
の
総
勢
11
名
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
以
下
の
研

究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

①
省
エ
ネ
基
準
義
務
化
の
補
助

金
に
つ
い
て

・
現
行
の
補
助
金
に
対
す
る
不

満
が
多
く
、
予
算
の
増
額
と

施
策
の
拡
充
が
必
要
な
こ
と

に
つ
い
て

・
省
エ
ネ
基
準
改
正
に
伴
う
コ

ス
ト
増
加
に
対
応
す
る
た
め

の
補
助
金
の
増
額
に
つ
い
て

②
宅
地
建
物
相
談
窓
口
増
設
に

つ
い
て

・
一
般
消
費
者
に
と
っ
て
宅
地
建

物
に
関
す
る
相
談
は
非
常
に

重
要
な
問
題
で
あ
り
、
特
に

高
齢
者
や
障
害
者
等
社
会
的

弱
者
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

　

全
日
本
不
動
産
政
治
連
盟

（
日
政
連
）
は
、
昭
和
53
年
11
月

2
日
、
元
建
設
大
臣
・
野
田
卯

一
会
長
の
下
、
消
費
者
の
市
場

選
択
の
自
由
、
中
小
不
動
産
業

者
の
権
益
を
擁
護
す
る
た
め
、

そ
の
持
て
る
政
治
力
を
充
分
に

発
揮
し
、
力
強
く
前
進
す
る
と

の
「
宣
言
」
を
採
択
し
公
益
社

団
法
人
全
日
本
不
動
産
協
会
を

母
体
と
し
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
長
く
低
迷
す
る
経

済
不
況
と
規
制
過
重
の
土
地
政

策
に
よ
っ
て
、
不
動
産
業
界
は

深
刻
な
事
態
に
直
面
し
て
お
り

ま
し
た
。
こ
の
事
態
を
組
織
の

総
力
を
あ
げ
て
打
開
し
、
国
民

の
生
活
基
盤
の
安
定
と
向
上
、

業
界
の
健
全
な
発
展
を
期
し
て

活
動
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

従
っ
て
、
日
政
連
は
、
国
会
・

政
府
等
に
対
し
、
不
公
平
な
土

地
税
制
の
改
善
、
低
利
長
期
の

住
宅
宅
地
の
融
資
制
度
の
確
立

等
を
働
き
か
け
る
と
同
時
に
、

自
ら
の
公
正
な
取
引
業
務
の
確

立
に
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
全
日
本
不
動
産
政
治

連
盟
神
奈
川
県
本
部
は
、
宅
地

建
物
取
引
業
者
の
政
治
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
、
昭
和
57
年

6
月
に
結
成
さ
れ
、
不
動
産
業

者
の
権
益
擁
護
を
目
的
と
し
、

さ
ら
に
消
費
者
の
市
場
選
択
の

自
由
や
不
動
産
業
界
の
社
会
的

地
位
向
上
を
図
る
た
め
、
公
益

社
団
法
人
全
日
本
不
動
産
協
会

神
奈
川
県
本
部
を
母
体
と
し
て

設
立
い
た
し
ま
し
た
。
国
政
ま

　

令
和
６
年
７
月
12
日
に
各
ブ

ロ
ッ
ク
よ
り
土
地
・
住
宅
政
策
等

に
関
す
る
要
望
事
項
を
実
現
す

る
た
め
、
神
奈
川
県
庁
新
庁
舎

８
階
第
１
会
議
室
に
て
自
由
民

主
党
神
奈
川
県
支
部
連
合
会
が

主
催
す
る
予
算
要
望
ヒ
ア
リ
ン

グ
に
出
席
し
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

県
本
部
か
ら
は
佐
々
木
本
部

長
を
は
じ
め
役
員
15
名
が
出
席

し
、
加
藤
元
弥
県
議
会
議
員
を

は
じ
め
と
す
る
自
由
民
主
党
神

奈
川
県
支
部
連
合
会
の
役
員
に

対
し
て
以
下
の
要
望
事
項
を
陳

情
し
ま
し
た
。

︿
国
へ
の
要
望
事
項
﹀

①
通
学
路
の
安
全
確
保
策
（
国

土
交
通
省
）

②
登
記
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
時
間
に
つ
い
て
（
法
務

省
）

③
省
エ
ネ
基
準
義
務
化
の
補
助

金
の
件
（
国
土
交
通
省
）

︿
県
へ
の
要
望
事
項
﹀

①
宅
建
士
資
格
登
録
事
務
等
委

託
の
見
直
し
に
つ
い
て
（
県

土
整
備
局
）

②
宅
地
建
物
相
談
窓
口
増
設
及

び
相
談
員
派
遣
委
託
費
に
つ

い
て
（
県
土
整
備
局
）

　

こ
れ
ら
の
要
望
事
項
に
つ
い

て
、
令
和
６
年
９
月
11
日
及
び

12
月
２
日
に
自
由
民
主
党
神
奈

川
県
支
部
連
合
会
よ
り
回
答
が

あ
り
、
結
果
と
し
て
い
ず
れ
の

要
望
事
項
も
叶
え
ら
れ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
陳
情
案

件
は
速
や
か
な
解
決
が
困
難
な

事
案
で
も
あ
り
、
今
後
も
根
気

よ
く
、
全
日
本
不
動
産
政
治
連

盟
総
本
部
と
連
携
し
、
要
望
活

動
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
要
望
事
項

は
、
令
和
６
年
７
月
24
日
公
明

党
神
奈
川
県
議
会
議
員
団
と
の

予
算
要
望
ヒ
ア
リ
ン
グ
へ
も
陳

情
し
、
県
本
部
か
ら
は
佐
々
木

本
部
長
を
は
じ
め
役
員
13
名
が

出
席
し
、
公
明
党
か
ら
出
席
の

神
奈
川
県
本
部
代
表
で
あ
る
三

浦
信
祐
参
議
院
議
員
を
は
じ
め

と
す
る
公
明
党
神
奈
川
県
議
団

所
属
議
員
と
の
間
で
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

全
日
神
奈
川
政
策
研
究
会
の
活
動

・
新
た
な
相
談
窓
口
の
増
設
が

難
し
い
場
合
で
も
、
既
存
の

施
設
や
窓
口
を
最
大
限
に
活

用
し
、
地
域
に
密
着
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
方
法

に
つ
い
て

・
県
民
へ
の
周
知
を
強
化
し
、

相
談
窓
口
の
利
用
を
促
進
す

る
た
め
の
広
報
活
動
の
県
と

の
協
力
に
つ
い
て

　

研
究
会
終
了
後
に
は
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
、
交
流
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
研
究
会

は
、
今
後
も
活
発
な
意
見
交
換

を
行
い
、
陳
情
並
び
に
要
望
の

具
現
化
に
向
け
て
活
動
し
て
参

り
ま
す
。

た
は
県
政
・
地
方
自
治
体
お
よ

び
関
係
各
議
員
に
対
し
て
陳

情
・
請
願
等
を
積
極
的
に
行
い
、

そ
の
持
て
る
政
治
力
を
如
何
な

く
発
揮
し
、
会
員
皆
様
の
切
実

な
要
望
を
粘
り
強
く
実
現
に
向

け
て
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

全
日
本
不
動
産
政
治
連
盟
神

奈
川
県
本
部
は
、
公
益
社
団
法

人
全
日
本
不
動
産
協
会
神
奈
川

県
本
部
及
び
全
日
本
不
動
産
政

治
連
盟
（
日
政
連
）
と
密
接
な

連
携
を
図
り
、
そ
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
次
の
活
動
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
。

１
.公
益
社
団
法
人
全
日
本
不

動
産
協
会
神
奈
川
県
本
部

よ
り
委
嘱
さ
れ
た
事
業
を

行
う
。

２
.国
政
及
び
地
方
行
政
に
対

す
る
陳
情
、
請
願
、
並
び

に
選
挙
に
お
け
る
支
援
活

動
を
行
う
。

３
.政
治
、
経
済
に
関
す
る
調

査
、
研
究
並
び
に
情
報
の

収
集
活
動
を
行
う
。

４
.日
政
連
活
動
へ
協
力
す
る
。

５
.そ
の
他
、
本
会
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
に
必
要
な

事
業
を
行
う
。

　

上
記
の
活
動
の
具
現
化
の
た

め
に
、
次
の
活
動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

⑴
予
算
要
望
ヒ
ア
リ
ン
グ

　

毎
年
、
国
及
び
県
に
対

し
て
の
要
望
を
県
本
部
全

会
員
に
対
し
各
ブ
ロ
ッ
ク

を
通
し
収
集
し
政
務
委
員

会
に
於
い
て
精
査
し
政
権

与
党
の
県
会
議
員
と
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

⑵  

ブ
ロ
ッ
ク
の
政
治
活
動
へ
の

支
援

　

横
浜
、
川
崎
、
湘
南
、

さ
が
み
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
は

︵
裏
面
に
続
く
︶
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政
治
資
金
規
正
法
等
の
関

係
で
活
動
費
の
予
算
を
附

け
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
各

ブ
ロ
ッ
ク
の
政
治
活
動
は

県
本
部
主
催
の
も
と
、
活

発
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

⑶ 

政
策
研
究
会
の
実
施

　

県
内
の
不
動
産
業
の
成

長
、
発
展
、
活
性
化
を
促

進
し
、
県
民
生
活
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

　

前
述
の
予
算
要
望
ヒ
ア

リ
ン
グ
だ
け
で
は
政
策
要
望

の
実
現
化
は
弱
い
と
感
じ
、

牧
島
功
元
県
議
会
議
員
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
自
由
民

主
党
神
奈
川
県
議
会
議
員

を
顧
問
に
迎
え
、
県
内
外

の
不
動
産
市
場
の
動
向
、

土
地
・
住
宅
に
関
す
る
条

例
・
税
制
や
経
済
情
勢
等

に
関
し
、
県
本
部
執
行
部

と
の
議
論
の
場
を
設
け
、

陳
情
並
び
に
要
望
の
具
現

化
を
図
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
に
は

日
頃
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上

げ
、
今
後
も
ご
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

何
卒
、
日
政
連
の
必
要
性
、
活

動
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
更
な

る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※ 

全
日
本
不
動
産
政
治
連
盟
神

奈
川
県
本
部
の
概
要
、
活
動

状
況
等
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

全
日
本
不
動
産
政
治
連
盟

神
奈
川
県
本
部

幹
事
長　

山
﨑
一
守

佐藤茅ケ崎市長

懇親会の様子 政経懇談会の様子

1
横
浜
ブ
ロ
ッ
ク

　

令
和
７
年
２
月
21
日
（
金
）、

令
和
６
年
度
地
域
政
経
懇
談
会

及
び
懇
親
会
を
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー

ル
ヨ
コ
ハ
マ
に
て
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
地
域
政
経
懇
談
会
第

１
部
前
半
で
は
、『
神
奈
川
県

の
経
済
状
況
に
つ
い
て
』
と
題

し
、
株
式
会
社
神
奈
川
銀
行 

代
表
取
締
役
頭
取
の
近
藤
和
明

氏
に
ご
講
演
い
た
だ
き
、
後
半

に
は
、『
２
０
２
７
年
国
際
園

芸
博
覧
会
に
つ
い
て
』と
題
し
、

公
益
社
団
法
人
２
０
２
７
年
国

際
園
芸
博
覧
会
協
会　

事
務
次

長
の
小
池
正
則
氏
に
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
第
２
部
で
は

横
浜
ブ
ロ
ッ
ク
顧
問
議
員
の
先

生
方
の
ご
紹
介
や
横
浜
市
事
業

に
関
す
る
質
疑
応
答
の
時
間
を

　

湘
南
ブ
ロ
ッ
ク
は
、東
は
藤
沢
、

鎌
倉
か
ら
西
は
小
田
原
、
湯
河

原
、
箱
根
ま
で
の
広
範
囲
で
あ

る
た
め
、
本
年
度
は
３
回
の
地

域
政
経
懇
談
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

・ 

令
和
７
年
１
月
23
日
（
木
）

茅
ケ
崎
に
て　

茅
ケ
崎
市
市

長　

佐
藤
光
氏

・ 

令
和
７
年
２
月
20
日
（
木
）

藤
沢
に
て　

神
奈
川
県
議
会

議
員　

市
川
和
弘
氏

・ 

令
和
７
年
３
月
11
日
（
火
）

大
磯
に
て　

神
奈
川
県
議
会

議
員　

谷
和
雄
氏

　

ザ･

ウ
ィ
ン
グ
ス
海
老
名
に
て

全
日
本
不
動
産
政
治
連
盟
（
日

政
連
）
神
奈
川
県
本
部
さ
が
み

ブ
ロ
ッ
ク
の
政
経
懇
談
会
が
開

催
さ
れ
会
員
の
皆
様
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
会

で
は
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

　

藤
田
隼
平
氏
よ
り
「
日
本
経

済
の
現
状
と
見
通
し
住
宅
市
場

を
取
り
巻
く
マ
ク
ロ
環
境
」
を

講
演
い
た
だ
き
、
コ
ロ
ナ
禍
以

降
の
物
価
上
昇
と
円
安
等
の
名

目
と
実
質
で
の
デ
ー
タ
を
わ
か

り
や
す
く
ご
説
明
い
た
だ
き
、

そ
れ
を
踏
ま
え
た
住
宅
市
場
の

傾
向
と
今
後
の
見
通
し
を
予
測

で
き
る
講
演
内
容
で
し
た
。
外

国
人
の
国
内
不
動
産
取
引
の
増

加
や
今
後
の
住
宅
ロ
ー
ン
金
利

動
向
等
、
会
員
の
皆
様
の
理
解

が
深
め
ら
れ
た
貴
重
な
講
演
で

　

令
和
７
年
2
月
14
日
（
金
）

全
日
本
不
動
産
政
治
連
盟
（
日

政
連
）
神
奈
川
県
本
部
川
崎
ブ

ロ
ッ
ク
主
催
の
地
域
政
経
懇
談

会
を
ホ
テ
ル
精
養
軒
に
て
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

・
第
１
部　

政
経
懇
談
会

　

川
崎
市
議
会
議
員
団
の
先
生

方
を
お
招
き
し
て
「
市
政
報
告

及
び
不
動
産
に
関
す
る
懸
案
事

項
」
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

日
政
連
神
奈
川
県
本
部　

山

﨑
一
守
幹
事
長
の
挨
拶
か
ら
始

ま
っ
た
政
経
懇
談
会
は
、
会
員

の
皆
様
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
質

2
湘
南
ブ
ロ
ッ
ク　

各
回
と
も
に
そ
の

地
域
の
現
状
を
ご
講
話
い
た
だ

き
、
そ
の
あ
と
会
員
か
ら
は

様
々
な
意
見
要
望
等
が
出
さ

れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
も

政
治
連
盟
の
趣
旨
、
活
動
に
つ

い
て
改
め
て
ご
理
解
い
た
だ
け

た
と
思
い
ま
す
。

3
川
崎
ブ
ロ
ッ
ク

4
さ
が
み
ブ
ロ
ッ
ク

に
続
き
同
じ
く
神
奈
川
県
本
部

米
田
恵
子
政
務
委
員
長
の
挨
拶
、

来
賓
の
挨
拶
を
自
由
民
主
党
川

崎
市
議
会
議
員
団
の
橋
本
勝

氏
、
乾
杯
の
音
頭
を
小
林
達
夫

副
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
し
て
い
た
だ

き
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
懇
親

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

途
中
、
川
崎
市
議
会
議
員
団

の
先
生
方
か
ら
第
1
部
に
続
き

川
崎
市
政
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
、
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
、
地
区

で
の
問
題
、
陳
情
等
も
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

清
水
弘
之
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
の

進
行
、
出
口
賢
道
ブ
ロ
ッ
ク
長
の

閉
会
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、
盛
況

の
う
ち
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

懇親会の様子（藤沢） 懇親会の様子（大磯）

　
編
集
後
記

ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
活
発
な
活
動
が
で

き
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
特
筆
す
べ
き
点
は
当

本
部
が
長
く
要
望
し
て
い
た
「
宅

地
建
物
取
引
業
免
許
事
務
等
処
理

シ
ス
テ
ム
」（
宅
建
シ
ス
テ
ム
）

が
神
奈
川
県
よ
り
推
薦
を
受
け
導

入
で
き
た
こ
と
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
も
当
本
部
が
一
丸
と
な
っ

て
宅
建
士
資
格
登
録
等
事
務
業
務

の
見
直
し
に
つ
い
て
神
奈
川
県
へ

要
望
し
、
取
り
組
ん
で
き
た
事
、

更
に
は
全
日
神
奈
川
政
策
研
究
会

を
通
じ
て
神
奈
川
県
議
会
議
員
の

方
々
の
強
力
な
お
力
添
え
が
あ
っ

た
か
ら
か
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
、
全
日
神
奈
川

政
策
研
究
会
、
地
域
政
経
懇
談
会

を
積
極
的
に
開
催
し
、
活
発
な
意

見
交
換
を
行
い
、
各
種
要
望
の
実

現
に
向
け
議
論
し
、
深
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
の
皆
様
よ
り
全
日

本
不
動
産
政
治
連
盟
神
奈
川
県
本

部
の
活
動
に
対
し
、
多
大
な
る
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
感
謝
し
、
本
稿
を
以
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

組
織
広
報
委
員
長　

片
山　

好
正

政経懇談会の様子

懇親会の様子

訃
　
報

　
全
日
神
奈
川
政
策
研
究
会
の
創
設
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
元

神
奈
川
県
議
会
議
員
の
牧
島
功
様
が
２
月
27
日
に
80
歳
で
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。

　

ご
生
前
の
ご
厚
情
に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
功
績

を
偲
び
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

政経懇談会の様子藤田隼平氏

地
域
政
経
懇
談
会
・
懇
親
会

設
け
、
活
発
な
意
見

交
換
の
も
と
、
実
り
あ
る
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
親
会

で
は
、
横
浜
ブ
ロ
ッ
ク
顧
問
議

員
の
先
生
方
、
政
経
懇
談
会
に

て
ご
登
壇
い
た
だ
い
た
株
式
会

社
神
奈
川
銀
行 

代
表
取
締
役

頭
取
の
近
藤
和
明
氏
、
公
益
社

団
法
人
２
０
２
７
年
国
際
園
芸

博
覧
会
協
会　

事
務
次
長
の
小

池
正
則
氏
を
お
招
き
し
、
多
く

の
会
員
の
皆
様
に
も
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
途
中
、
横
浜

ブ
ロ
ッ
ク
顧
問
議
員
の
先
生
方

の
ご
紹
介
を
挟
み
な
が
ら
進
行

し
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

問
、要
望
事
項
に
、

市
議
会
議
員
団
の
先
生
方
か
ら

丁
寧
に
お
答
え
い
た
だ
き
時
間

が
足
り
な
い
く
ら
い
白
熱
し
た

懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

御
参
加
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆

様
に
は
日
政
連
の
趣
旨
、
活
動

成
果
に
も
改
め
て
ご
理
解
い
た

だ
け
た
様
子
で
し
た
。

・
第
２
部　

懇
親
会

　

政
経
懇
談
会
終
了
後
は
同
ホ

テ
ル
内
の
飛
翔
の
間
に
移
動
し

て
懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

日
政
連
神
奈
川
県
本
部　

佐
々
木
富
見
夫
本
部
長
の
挨
拶

し
た
。
そ
の
後
、

講
師
を
含
め
た
会
員
の
皆
様
と

交
流
を
行
い
、
有
意
義
な
懇
談

会
と
な
り
ま
し
た
。
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